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最
近
の
宮
跡
発
掘
調
査

　
1
　
平
城
宮
錺

　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ
る
、
平
城
宮
跡

の
調
査
は
、
現
在
、
ま
ず
宮
域
の
論
語
を
明
ら
か
・

に
す
る
こ
と
を
方
針
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
宮
域
藪
南
隅
と
宮
域
西
爵
爾
門
と
の
調
査
に
つ

づ
い
て
、
一
九
六
四
年
二
月
か
ら
、
南
面
中
央
の

朱
雀
門
を
ふ
く
む
地
域
が
調
査
さ
れ
た
。
朱
雀
門

の
規
模
は
、
桁
行
五
間
、
奥
行
二
間
（
約
二
五
．
三

m
×
約
一
〇
m
）
の
建
物
で
あ
っ
て
、
東
西
に
脇
門

を
そ
な
え
て
い
る
。
朱
雀
門
の
内
方
は
広
場
に
な

っ
て
鉛
り
、
中
央
に
は
道
路
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

応
天
門
は
、
想
定
し
て
い
た
位
遣
で
は
検
出
さ
れ

な
か
っ
た
。
朱
雀
門
付
近
で
拠
土
し
た
軒
瓦
は
、

そ
の
九
〇
％
ま
で
が
、
藤
原
宮
跡
出
土
贔
と
同
型

式
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
朱
僅
門
造
営
に
先
立

っ
て
存
在
し
た
溝
か
ら
、
過
書
の
木
簡
が
鵬
湿
し

た
。　

宮
盛
東
面
の
北
門
を
ふ
く
む
調
査
地
域
の
う
ち
、

北
門
の
東
都
、
す
な
わ
ち
窟
域
外
の
遺
構
と
し
て

は
、
東
一
詰
開
路
上
で
検
出
し
た
、
東
西
二
基
の

井
戸
が
重
要
で
あ
る
。
濁
井
戸
は
と
も
に
覆
歴
を

そ
な
え
、
束
丼
戸
は
、
な
か
の
水
を
、
中
段
か
ら

略
渠
に
ぬ
く
特
殊
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
付
近

の
溝
か
ら
韻
土
レ
た
木
簡
に
は
、
造
酒
司
の
名
を

は
じ
め
、
酒
や
灘
に
関
す
る
も
の
、
酒
米
・
赤
米

な
ど
米
に
関
す
る
も
の
が
多
い
の
で
、
薗
井
戸
は
、

造
酒
司
に
関
連
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
北

門
自
体
は
、
後
の
潮
平
に
よ
っ
て
か
存
在
を
確
認

で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
南
に
、
脇
湾
と
み
ら
れ

る
小
門
と
、
二
次
的
な
築
地
塀
の
痕
跡
と
を
検
出

し
た
。
宮
域
内
で
は
、
多
数
の
建
物
を
み
い
だ
し
、

ま
た
、
北
試
漕
定
位
置
か
ら
西
に
の
び
る
道
路
を

検
出
し
た
。
宮
域
内
の
遺
構
で
も
っ
と
も
注
潤
を

ひ
い
た
の
は
、
内
裏
の
外
郭
暴
騰
の
築
地
塀
の
東

に
、
南
北
に
つ
ら
な
る
、
玉
石
積
み
の
東
大
溝
で

あ
る
。
東
大
溝
は
、
東
西
か
ら
注
ぐ
排
水
溝
・
誌

面
の
水
を
あ
つ
め
て
南
に
流
す
、
大
規
摸
な
排
水

設
備
で
あ
っ
て
、
昭
和
は
じ
め
、
岸
熊
吉
氏
の
調

査
し
た
溝
の
南
延
長
部
分
に
機
影
す
る
。
こ
の
地

域
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
多
種
多
数
に
の
ぼ
る
が
、

と
く
に
東
大
溝
で
は
、
各
種
の
遺
物
が
履
位
的
に

検
串
さ
れ
、
木
簡
に
は
天
平
か
ら
延
暦
に
お
よ
ぶ

も
の
が
あ
る
。

　
宮
域
東
面
中
門
を
ふ
く
む
地
域
で
は
、
宮
域
外

か
ら
、
建
物
、
溝
、
井
戸
の
ほ
か
導
水
設
備
を
検

出
し
て
い
る
。
遺
物
と
し
て
は
緑
軸
の
導
、
瓦
の

出
土
を
み
た
。
こ
れ
は
、
称
徳
天
皇
の
紳
護
景
雲

元
年
に
完
成
し
た
東
院
玉
殿
に
、
琉
璃
の
瓦
を
葺

い
た
と
す
る
続
紀
の
記
載
と
関
連
し
て
興
味
ふ
か

い
Q
　
　
　
　
・
（
佐
原
　
　
申
具
）
（
一
九
六
ム
五
・
五
・
五
）

　
2
　
難
波
密
跡

〈
第
一
八
次
調
査
〉

調
査
柵
戸
醐
同
　
　
昭
【
和
・
三
九
年
　
瓢
月
二
六
珊
～
七
月
二

　
　
　
　
　
八
端

調
査
個
所
　
大
販
市
東
区
法
円
坂
町
　
大
阪
郵
政

　
　
　
　
　
局
配
給
課
構
内
お
よ
び
都
市
計
簸
道

　
　
　
　
　
路
築
港
～
深
江
線
北
側
歩
道
部
分

　
　
　
　
　
約
三
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

調
査
者
難
波
窟
祉
顕
彰
会
山
搬
徳
太
郎

　
第
一
六
次
・
一
七
次
調
査
に
お
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
盤
武
朝
内
裏
の
正
殿
た
る
「
大
安
澱
」
の

前
方
八
・
九
㎜
（
三
〇
天
平
尺
）
を
隔
て
て
、
東
西

棟
欄
間
（
二
六
・
八
鴛
m
）
×
二
間
（
五
響
九
六
m
）

の
「
前
殿
」
と
も
称
す
べ
き
細
殿
風
の
建
物
祉
を

発
見
し
た
。
ま
た
そ
れ
と
重
複
し
て
第
一
七
次
講

査
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
天
武
朝
「
北
方
建
物
」
と

渡
灘
で
つ
な
が
れ
る
、
東
西
棟
九
闘
（
三
六
・
六
㎜
）

×
推
定
四
書
の
「
南
方
建
物
」
を
発
見
し
た
。
さ

ら
に
各
期
の
宮
殿
蛙
と
重
複
し
て
、
時
期
的
に
は

最
も
古
く
、
し
か
も
長
柄
豊
碕
宮
か
ら
聖
武
朝
難
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＼『梶
　
鐸
善
準

　
　
　
　
　
　
　
罰
ポ

セ
塗
愚

＼
、

氷
　
　
｝
鷺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
駝

　
　
　
　
　
　
…
…
撃

鴫冠

波
宮
に
い
た
る
宮
殿
肚
と
は
方
位
を
異
に
す
る
建

物
蛙
を
検
出
し
た
。

〈
第
一
九
次
調
査
〉

調
査
期
閾
　
昭
和
三
九
年
七
月
二
九
礒
～
ご
　
月

　
　
　
　
　
二
七
日

調
査
綴
方
　
大
阪
市
東
区
法
円
坂
町
　
東
保
健
所

　
　
　
　
　
｝
四
隣
…
市
有
地
約
六
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

　
　
　
　
　
ル

調
査
考
　
難
波
宮
蛙
顕
彰
会
　
山
根
徳
太
郎

　
第
一
四
次
調
査
に
際
し
て
発
見
さ
れ
た
聖
武
朝

b

　

田瞬
聡．
asm　i’

　ノ．

　ノ／

　　

@
r
鯨
K

内
裏
薩
外
郭
築
垣
と
累
累
中
心
軸
に
関
し
て
ほ
ぼ

対
称
の
位
羅
に
東
外
郭
築
壇
祉
を
検
出
、
ま
た
、

そ
れ
と
重
署
し
て
同
じ
く
聖
武
朝
の
も
の
と
思
わ

れ
る
南
北
棟
六
闘
（
「
七
・
ニ
ニ
㎜
）
×
二
聞
（
五
・

七
七
m
）
の
建
物
肚
を
発
見
し
た
。
　
こ
の
ほ
か
長

柄
豊
御
宮
お
よ
び
天
武
朝
難
愚
劣
に
嘱
す
る
遺
構

や
こ
れ
ら
の
遺
構
に
先
行
し
、
各
総
懸
祉
と
は
方

位
を
異
に
す
る
遺
構
群
を
発
難
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
躍
芳
治
）

　　　　長岡宮朝堂院推定復原図（1965年）
1．会愚門（仮称）1955年調査　　K。L．　M．地区1965年灘査i

2．　昭慶fifl　（仮称）　1959年誇羅蓋曇

3．　　〃　　隣廊　　〃

4．朝堂読響1堂　　ク
5．小安殿（仮称）196王畿調査

6．大声殿　　　　　〃

7．朝堂西第3堂　1964年調査
（実線黒色の部分：調査ずみ　斜線蔀分：推定）

a：阪急西向．日町駅　b：乙訓中学校　c：向日賛｛蘇育園

　
3
　
　
長
岡
細
蟹
鋳
　
（
一
九
六
五
年
変
）

　
こ
の
調
査
は
一
九
五
五
年
会
話
門
跡
の
発
掘
調

査
に
は
じ
ま
り
、
断
続
的
に
つ
づ
け
ら
れ
て
き
た

長
陶
門
跡
の
発
掘
調
査
を
継
承
し
、
京
都
府
教

育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
長
岡
理
工
発
掘
調
奮
団

（
調
査
主
径
、
京
都
火
学
教
授
福
山
敏
男
）
に
よ
っ
て

実
施
さ
れ
た
、
今
回
の
発
掘
地
点
は
京
都
府
乙
訓

郡
向
臼
晦
宰
鶏
冠
井
小
字
山
畑
に
あ
り
K
・
L
・

M
の
三
地
区
に
分
れ
る
。
K
地
区
は
南
に
小
路
を

へ
だ
て
て
昨
年
度
調
査
し
た
朝
堂
の
西
第
三
霊
跡
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学界消息
に
接
し
、
北
に
向
日
町
保
育
懸
、
酒
に
条
里
制
の

な
ご
り
と
い
わ
れ
る
道
路
を
た
だ
て
て
乙
訓
中
学

校
が
あ
る
。
L
地
区
は
阪
急
電
鉄
西
向
日
町
駅
よ

り
北
へ
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
道
路
の
爽
側

に
あ
る
畑
地
で
第
一
回
調
査
の
会
昌
門
跡
の
北
東

に
あ
た
る
。
M
地
区
は
阪
急
電
鉄
の
弱
向
臼
町
駅

よ
り
線
路
沿
い
に
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
北
へ
進
ん
だ

西
側
に
あ
る
爾
北
に
細
長
い
畑
地
で
南
西
に
民
家

や
溝
を
へ
だ
て
て
L
地
区
に
連
な
る
。

　
〔
K
地
区
〕
　
こ
の
地
区
は
昨
年
度
調
査
し
た
西

第
三
堂
跡
に
接
し
、
西
第
二
常
が
あ
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
た
。
昏
昏
は
前
回
の
基
準
点
か
ら
基

準
線
を
と
り
西
漁
…
隅
か
ら
発
掘
を
は
じ
め
た
。
地

齋衣

ｺ
約
一
五
一
二
〇
セ
ン
チ
の
黒
鑑
黒
色
土
層
に
瓦

片
が
北
東
に
む
か
っ
て
L
馬
継
に
ぎ
っ
し
り
と
な

ら
び
、
そ
の
下
部
に
由
五
〇
セ
ン
チ
の
小
石
敷
が

し
き
つ
め
ら
れ
、
内
側
に
は
凝
灰
岩
の
地
覆
石
の

痕
跡
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
前
回
調
査
の
眉
敷
に

連
な
り
、
そ
の
位
澱
か
ら
西
第
三
堂
と
第
二
堂
の

中
間
に
瀬
［
し
た
回
廊
（
あ
る
い
は
築
地
）
に
設
け
ら

れ
た
門
跡
と
推
定
さ
れ
た
が
、
函
と
爾
を
道
路
に

限
ら
れ
調
査
で
き
ず
根
石
も
一
号
し
か
み
ら
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
北
に
は
小
石
敷
列
と
重
閥
文
・
重

弧
文
・
唐
草
文
の
墨
黒
が
南
北
に
な
ら
び
門
跡
の

北
に
つ
づ
く
圓
廊
の
東
面
と
推
定
さ
れ
た
。
門
跡

の
東
に
は
黙
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
根
石
が
東
西

に
二
兎
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
北
東
に
か
け
て
小

石
が
一
口
に
散
乱
し
著
し
く
擾
乱
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
を
分
乗
し
東
西
と
南
北
に
直
交
し
た
ト
レ

ン
チ
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
南
北
ト
レ
ン
チ
の
根
石

列
に
相
当
す
る
位
置
に
経
一
・
五
メ
…
ト
ル
の
つ

き
早
め
た
黒
呈
色
独
土
質
の
掘
り
込
み
が
あ
ら
わ

れ
た
。
こ
の
根
石
地
業
は
小
安
殿
や
西
鎗
三
堂
に

み
た
円
形
の
壷
掘
の
申
に
石
と
灘
土
を
交
互
に
何

層
に
も
つ
き
固
め
る
方
式
と
は
や
や
異
な
り
、
こ

れ
は
地
質
と
採
用
さ
れ
た
技
徳
の
系
統
の
相
違
を

思
わ
せ
た
。
こ
の
根
石
の
掘
込
は
西
に
も
平
行
し

て
あ
ら
わ
れ
、
西
第
三
堂
に
関
連
す
る
酒
第
一
一
覚

の
構
成
が
鯛
ら
か
に
な
っ
た
。
な
お
東
醐
ト
レ
ン

チ
の
根
石
の
掘
込
の
下
層
に
緑
灰
色
の
粘
土
質
の

や
や
不
整
な
凹
凸
［
が
砧
脚
一
・
五
メ
…
ト
ル
へ
だ
て

て
二
個
断
に
あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
を
追
求
し
て
発
掘

し
た
と
こ
ろ
、
東
へ
向
っ
て
傾
い
た
二
条
の
平
行

し
た
不
整
形
な
線
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
ま
た

こ
れ
と
な
ら
ん
で
牛
の
蹄
跡
や
な
な
め
に
め
り
こ

ん
だ
人
の
足
跡
も
検
事
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
総
合

し
て
長
岡
宮
大
極
殿
造
欝
の
際
の
車
の
轍
と
判
断

し
た
。
こ
れ
は
爾
期
に
行
な
わ
れ
た
造
営
工
事
の

作
業
路
の
上
に
茶
笹
色
の
砂
質
の
土
を
埋
め
こ
み
、

そ
の
上
に
西
第
二
堂
を
構
築
し
た
こ
と
誉
も
の
が

た
る
も
の
で
、
当
時
の
宮
殿
造
蛍
工
家
の
状
景
が

し
の
ば
れ
て
興
味
深
い
。
な
お
こ
の
轍
の
串
は
約

一
・
四
メ
ー
ト
ル
、
唐
長
安
火
明
宮
北
門
跡
の
石

敷
上
の
車
輪
の
巾
と
一
致
す
る
こ
と
も
注
羅
さ
れ

よ
う
。

　
〔
L
地
区
〕
　
第
一
國
調
査
の
会
解
週
評
跡
の
”
北
東

に
あ
り
、
藍
準
点
を
～
地
区
よ
り
移
動
し
て
調
査

を
進
め
た
。
地
表
下
約
五
〇
、
セ
ン
チ
に
権
い
石
敷

諏
が
大
き
く
閥
み
を
な
し
て
あ
ら
わ
れ
、
さ
ら
に

そ
の
下
層
に
も
黄
福
土
層
に
接
し
て
細
か
い
し
き

つ
め
た
小
石
敷
が
あ
ら
わ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
地
山

の
黄
褐
色
土
層
を
求
め
て
ト
レ
ン
チ
を
設
け
掘
り

進
め
た
と
こ
ろ
、
段
状
を
な
し
て
深
く
掘
り
こ
ま

れ
粗
い
石
敷
面
の
約
六
〇
セ
ン
チ
と
一
士
…
ト
ル

下
か
ら
動
物
の
骨
片
、
そ
の
下
か
ら
重
閥
文
な
ど

の
瓦
片
、
さ
ら
に
約
ニ
メ
ー
ト
ル
下
か
ら
大
き
な

凝
灰
岩
片
な
ど
が
出
土
し
た
。
こ
の
掘
り
込
み
は

長
岡
巣
離
の
井
戸
跡
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

性
格
は
不
明
で
あ
る
。
調
査
当
初
こ
こ
に
菓
西
方

向
の
東
第
四
賞
を
想
定
し
た
が
そ
の
痕
跡
は
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
。
こ
の
地
区
の
東
に
接
し
阪
急
電

鉄
の
線
路
に
面
す
る
住
宅
を
建
設
し
た
際
、
基
礎

工
事
で
M
地
区
と
購
様
の
根
石
群
を
み
た
と
の
麿

報
を
え
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
葉
第
四
堂
は
予
想
よ

り
も
東
に
位
犯
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
そ
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の
検
出
は
西
第
四
堂
の
調
査
に
ま
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

　
〔
M
地
区
〕
　
こ
の
地
区
に
ぼ
西
第
三
堂
に
対
応

す
る
東
第
三
堂
が
位
書
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
て

い
た
。
地
表
約
五
〇
セ
ン
チ
下
よ
り
西
口
に
六
姻
．

の
根
石
、
そ
の
東
に
四
三
の
根
石
を
検
出
し
、
ま

た
そ
の
蔭
に
凝
灰
岩
の
地
覆
石
や
そ
の
痕
跡
と
さ

ら
に
そ
の
外
側
の
小
石
敷
か
ら
階
段
跡
を
検
出
す

る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
北
に
設
け
た
ト
レ
ン
チ

か
ら
北
．
顧
の
中
央
の
根
石
も
検
幽
で
き
た
。
こ
の

北
面
の
根
石
列
の
北
に
は
爾
落
の
小
石
敷
が
あ
り
、

建
物
の
北
面
と
北
西
隅
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
ρ
こ
の
建
物
跡
は
瓜
実
を
阪
急
電
鉄
の
路
線
・

南
西
を
畑
地
で
削
り
と
ら
れ
、
そ
の
構
成
の
全
貌

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
前

圓
調
盗
の
西
第
三
覚
と
対
癒
さ
せ
て
復
原
す
る
と
、

東
と
西
の
第
三
堂
の
中
心
軸
線
の
距
離
は
…
…
六

・
闘
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
。

　
以
上
が
今
回
の
調
査
の
概
要
で
あ
る
が
、
今
年

は
一
九
五
五
年
に
第
一
回
の
発
掘
調
査
が
会
愚
門

跡
で
は
じ
め
ら
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
に
な
る

の
で
既
調
査
の
概
括
を
行
な
う
と
と
も
に
今
後
の

講
査
計
繭
な
ら
び
に
保
存
計
懸
に
関
す
る
調
査
翔

の
構
想
も
提
示
し
た
。
な
お
附
図
は
こ
れ
ま
で
の

調
査
の
成
果
に
よ
り
長
岡
密
朝
堂
院
を
推
定
復
原

し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
（
西
川
幸
治
）

　
4
　
爲
羽
離
宮
跡

地
名
　
京
都
市
伏
見
区
中
島
御
所
ノ
内
町
前
由
町

期
間
　
昭
和
四
〇
年
一
月
二
五
日
よ
り
三
月
｛
○

　
　
　
日
ま
で

調
査
巻
　
京
都
府
文
化
財
保
護
課
　
堤
圭
三
郎
担

　
　
　
　
当

　
昨
年
度
調
査
し
た
池
汀
が
、
更
に
南
か
ら
鷹
町

方
に
の
び
る
褻
を
確
認
。
ま
た
、
や
は
り
昨
年
発

見
，
し
た
桁
行
八
開
、
梁
行
三
間
、
竪
臼
に
縁
を
め

ぐ
ら
し
た
樹
皮
葺
の
建
物
に
、
そ
の
西
南
隅
の
廓

ら
し
き
建
物
が
接
続
す
る
事
が
判
明
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
の
遺
構
の
東
に
苑
道
が
あ
り
、
庭
蒋
が
布

鴛
し
て
あ
る
事
も
知
ら
れ
た
。

　
白
河
上
皇
の
仙
洞
と
し
て
応
徳
三
年
に
造
営
さ

れ
た
鳥
羽
離
宮
は
爾
殿
に
当
り
、
東
北
よ
り
闘
南

に
、
証
金
剛
院
（
御
堂
）
、
小
寝
殿
（
釣
殿
付
属
）
、

寝
殿
、
北
画
代
、
中
門
廊
が
な
ら
び
、
そ
れ
ら
を

つ
な
ぐ
渡
殿
類
や
付
属
の
廊
や
恩
金
が
あ
っ
た
。

盛
況
調
査
の
遺
構
は
、
証
金
剛
院
も
し
く
は
小
寝

殿
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
寝
殿
で
な
い
事
は
ハ
『
兵

飾
軸
詑
』
仁
平
二
年
（
｝
…
烈
こ
）
三
月
ら
ハ
臼
の
条
に

あ
る
寝
殿
の
指
圏
と
異
る
の
で
た
し
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堤
壼
三
郎
）

委
員
会
だ
よ
り

◇
お
約
東
通
り
に
、
五
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

本
号
に
て
、
刊
行
の
お
く
れ
は
大
分
に
と
り
か
え

し
ま
し
た
。
あ
と
一
息
で
、
「
奇
数
月
一
日
発
行
」

に
た
ち
戻
れ
る
と
思
い
ま
す
。

◇
刊
行
を
が
ん
ば
り
ま
す
と
、
今
度
は
財
政
の
方

は
火
の
車
で
す
。
会
費
不
足
の
あ
る
力
は
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
前
畳
に
、
製
本
所
の
手
違
に
て
、
　
一
部
落
丁
本

が
あ
り
ま
し
た
。
鑑
督
不
行
届
の
点
、
深
く
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。
お
手
持
の
「
史
林
」
四
八
巻
四

口
万
、
　
五
へ
り
燗
貝
ム
q
’
磐
お
伽
調
べ
下
さ
い
　
（
四
九
一
六
四
【

頁
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
）
。
万
一

落
丁
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
取
替
い
た
し
ま
す
か

ら
、
ご
返
送
下
さ
い
（
ご
返
送
の
送
料
億
も
ち
ろ

ん
当
方
に
て
負
掻
い
た
し
ま
す
）
。

｛
熱
舞
杁
南
中
語
翻
定
価
三
〇
〇
円

　
史
　
　
　
口
林
　
　
（
第
四
八
巻
第
配
転
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
告
団
本
町

　
　
　
京
都
火
器
文
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
．
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
欝
京
郡
五
一
五
五
番

　
　
　
　
美
事
長
田
村
実
造

　
　
　
　
京
都
市
下
京
区
二
七
条
重
工
ノ
内
中
町
五
〇

印
画
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社
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